
ゼロカーボン・ショートピッチ 第7回（概要）

○ 2025年8月に、東京の脱炭素関連スタートアップ支援拠点である「seesaw」と、
浜松のスタートアップ支援拠点である「FUSE」の連携が開始。

○連携の第一弾として、脱炭素関連スタートアップ企業による「ゼロカーボン・
ショートピッチ」を開催し、「seesaw」「FUSE」等に加入する5社が発表。

１ 日程
2025年11月25日（火）14:30～17:00 42名参加

２ 場所
Co-startup Space & Community FUSE
（浜松市中央区鍛冶町100-1 ザザシティ浜松中央館B1F）

３ 内容
① 開会挨拶

② 脱炭素の最新情勢について
株式会社ソーシャルカンパニー代表取締役 市川裕康氏

③ 浜松地域スタートアップ連携促進事業(ハマハブ！)にて
募集中の実証・技術開発テーマについて
浜松市産業部カーボンニュートラル推進課

④ ピッチ 5社（各社15分）

⑤ 名刺交換&意見交換
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ゼロカーボン・ショートピッチ 第7回（発表企業）

●脱炭素関連スタートアップ企業5社
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ゼロカーボン・ショートピッチ 第7回（アンケート結果）

○参加者アンケートにおいて、「とても良かった」、「良かった」と回答いただい
た参加者が100％であり、高い評価を得た。

○今回初めて「脱炭素関連スタートアップ企業」に限定したピッチを開催したが、
今後も、会員のニーズを踏まえ、通常のピッチに加えて、特定の企業・分野の
ピッチも企画していく。

●主な感想

●今後協議会で実施したいこと、要望等

• スタートアップによるショートピッチを見ることで、脱炭素への取
組を経済合理性の観点含め。視野を広げることができた。

• 脱炭素への取組に絞ったプレゼンであり、とても理解しやすかった。
回を重ねる毎に輪の広がり・繋がりをとても感じている。

• 脱炭素に向けたスタートアップ企業の革新的な取組を直接学ぶこと
ができ、大変有意義な時間を過ごすことができた。

• 社内でのカーボンニュートラル活動においても参考になる情報を多
数収集することができた。

• 耕作放棄地の解消、グローバルな視点、太陽光発電の活用など話の
内容も分かりやすかった。

• 協議会に入っている企業の脱炭素の実例や、今回のようなスタート
アップの話がこれからも聞きたい。

• 他の自治体の取組事例報告会の開催（浜松市への展開を視野に入れ
て）

• 脱炭素に関連する事案や事業に参画できる機会を探っていきたい。

参加者アンケート結果

①とても良かった
40%（8名）②良かった

60%（12名）
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